




要約:我々は極低出生体重児に対する Early Intervention (EI)システムを確立するため

パイロットスタデイを行なってきた。また EI の効果を判定するため新版 K 式を用いた発

達評価、および子どもの日常生活の行動様式についての親の評価の客観的判定基準を作製

してきた。今回久留米市の全面的なバックアップのもと、極低出生体重児の EI が市の事

業の一つとして定着し予算化された。現状と将来像について述べる。


